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第
１
部
（
14
：
00
〜
16
：
00
）
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
第
２
部
（
16
：
00

〜
17
：
00
）
参
加
者
交
流
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ

で
構
成
さ
れ
、
主
催
の
東
京
・
武
蔵
野
・

町
田
商
工
会
議
所
女
性
会
メ
ン
バ
ー
の
他

に
Ｏ
Ｌ
や
学
生
・
主
婦
な
ど
総
勢
約
200
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
印
象
に
残
っ
た
言
葉
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。

白
石
真
澄
氏
（
東
洋
大
学
経
済
学
部
教
授
）：

人
の
生
き
方
の
多
様
性
を
認
め
て
い
く
社

会
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
そ
の
た
め

に
も
政
治
の
場
で
発
言
す
る
な
ど
、
制
度

づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。
評
価
、
役
割
が

日
本
は
明
確
で
な
い
た
め
、
能
力
を
計
る

尺
度
を
作
る
こ
と
が
大
切
。

パ
ク
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ス
ッ
ク
チ
ャ
氏
（
ア
パ

シ
ョ
ナ
ー
タ
，
Inc
．
ワ
ー
ク
／
ラ
イ
フ
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）：
日
本
は
、
働
き
方
に
対
す
る

意
識
改
革
が
必
要
。
長
時
間
働
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
時
給
が
低
い
と
い
う
こ

と
。
こ
こ
に
メ
ス
を
入
れ
て
、
付
加
価
値

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
も
っ
と
注
力
し
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
時
間
の
使
い
方
を
し
て

い
こ
う
。

福
井
泰
代
氏
（
株
式
会
社
ナ
ビ
ッ
ト
代
表
取
締

役
）：
女
性
起
業
家
を
作
る
こ
と
は
簡
単
。

ス
タ
ー
、
カ
ッ
コ
イ
イ
人
を
作
る
と
良

い
。
余
裕
の
あ
る
人
が
出
世
す
る
。
好
き

な
こ
と
を
す
る
の
が
一
番
よ
い
。
あ
き
ら

め
な
い
で
が
ん
ば
る
。
ふ
ん
ば
る
。
自
分

で
切
り
拓
く
幸
せ
を
体
感
し
よ
う
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
宮
川
俊
二
氏
よ

り
、
日
本
語
で
「
両
立
」
と
い
う
と
50
対

50
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
が
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
と
読
み
替
え
る
と
、
そ
の
時
々

で
最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
て
ば
良
い
と
い

う
、
柔
軟
な
発
想
と
行
動
が
で
き
る
と
い

う
話
が
ま
と
め
の
言
葉
に
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
（
参
加

者
交
流
懇
親
会
）
で
は
、
皆
様
、
新
た
な

出
会
い
を
求
め
、
熱
心
に
相
互
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様

に
も
参
加
い
た
だ
き
、
身
近
に
パ
ネ
リ
ス

ト
の
方
た
ち
と
親
交
を
深
め
ら
れ
る
と
い

う
粋
な
は
か
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。
仕
事

と
家
庭
、
公
と
私
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
、
現
在
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
３
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
の
お
話
を
聞
き
、
刺

激
に
な
る
と
共
に
、「
私
も
明
日
か
ら
が

ん
ば
ろ
う
」
と
勇
気
づ
け
ら
れ
た
ひ
と
時

で
し
た
。
健
康
な
心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
て
ば
、
自
分
も
周
り
も
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

に
な
れ
ま
す
。

東
京
、
武
蔵
野
・
町
田
商
工
会
議
所
女

性
会
の
皆
様
の
企
画
力
の
素
晴
ら
し
さ

も
感
じ
つ
つ
、
皆
様
充
実
し
た
顔
で
会
場

を
後
に
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。

（
記
：
金
岡
真
由
美
）

チア！ ビジネスウーマン 2006 in 東京

チ
ア
！ 

ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
２
０
０
６ 

in 

東
京

平
成
18
年
10
月
21
日（
土
）　

『
輝
く
女
性
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　

〜
仕
事
の
や
り
が
い
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実
〜
』

（
主
催
：
東
京
・
武
蔵
野
・
町
田
商
工
会
議
所
女
性
会　

後
援
：
関
東
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
）

コーディネーター／宮川俊二
（キャスター）
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東京証券取引所・日本銀行視察会／第 1 回　新会員とのランチミーティング

最
初
に
、
東
京
証
券
取
引
所
内
の
視
察
。

株
式
の
説
明
や
東
証
の
役
割
と
は
何
か

の
ビ
デ
オ
を
見
た
後
、
テ
レ
ビ
で
も
見
覚

え
の
あ
る
東
証
ア
ロ
ー
ズ
の
中
へ
入
り
ま

し
た
。
か
つ
て
の
広
大
な
株
券
売
買
立

会
場
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
に
伴
っ
て

２
０
０
５
年
５
月
に
「
東
証
ア
ロ
ー
ズ
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
世
界
の

三
大
証
券
取
引
所
は
、
東
京
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
。
日
本
国
内
は
、
東

京
、
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
、
大
阪
、
名
古
屋
、

福
岡
、
札
幌
の
６
ヵ
所
で
す
。
大
画
面
の

前
で
は
、
昔
の
手
で
行
う
サ
イ
ン
を
い
く

つ
か
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
記
念
撮
影
を

し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間
で
し
た
。

徒
歩
15
分
程
に
貨
幣
博
物
館
が
あ
り
ま

す
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
様
々
な
貨
幣

や
貨
幣
に
関
す
る
資
料
、
海
外
の
珍
し
い

貨
幣
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
１
億
円
分
の
お
札さ

つ

の
重
さ
を
体

験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

つ
ぎ
に
日
本
銀
行
を
視
察
し
ま
し
た
。

日
本
銀
行
の
使
命
は
、
物
価
の
安
定
を
図

る
こ
と
を
通
じ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発

展
に
資
す
る
こ
と
と
、
決
済
シ
ス
テ
ム
の

円
滑
か
つ
安
定
的
な
運
行
を
確
保
し
、
金

融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
で
す
。

設
立
は
、
明
治
15
年
。
地
下
１
階
、
地

上
３
階
立
て
の
石
積
み
煉
瓦
造
り
で
、
現

在
、
旧
本
館
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
旧
館
地
下
金
庫
の
総
面
積
は

１
４
２
６
㎡
、
第
一
扉
の
厚
さ
は
900
㎜
、

第
二
の
扉
は
100
㎜
で
す
。
壁
、
天
井
の
煉

瓦
は
建
築
当
時(

明
治
29
年)

の
ま
ま
と

な
っ
て
お
り
、
ア
ー
チ
状
の
様
式
が
、
関

東
大
震
災
か
ら
日
銀
を
救
っ
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
・
二
六
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た

高
橋
是
清
は
歴
代
で
最
も
有
名
な
日
銀
総

裁
で
す
。
し
か
し
お
札
の
決
定
権
は
総
裁

で
は
な
く
、
財
務
大
臣
が
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
１
０
０
０
億
円
分
の
銀
行
券

パ
ッ
ク
や
硬
貨
用
専
用
袋
な
ど
が
展
示
、

有
価
証
券
な
ど

を
保
管
し
て
い

た
部
屋
も
見

学
。
お
札
が
破

損
し
た
場
合
の

交
換
条
件
に
つ

い
て
又
、
リ
サ

イ
ク
ル
状
況
な

ど
、
お
札
に
つ

い
て
の
知
識
を

得
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

（
記
：
鈴
木
紀
子
）

参
加
者
65
名
（
内
新
入
会
員
29
名
）
で

会
場
は
超
満
員
。

吉
川
稲
美
副
会
長
の
挨
拶
な
ら
び
に
女

性
会
活
動
に
つ
い
て
の
総
括
説
明
に
は
じ

ま
り
、
交
流
部
、
研
修
部
及
び
情
報
・
広

報
部
の
３
部
各
代
表
か
ら
部
活
動
の
内
容

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
会
員

向
け
の
情
報
伝
達
方
法
と
し
て
、
月
１
回

送
信
さ
れ
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
会
報
「
会
員
情
報

コ
ー
ナ
ー
」
の
活
用
を
促
す
説
明
が
行
わ

れ
た
後
、
大
半
の
時
間
を
費
や
し
た
持
ち

時
間
わ
ず
か
１
分
間
で
の
自
己
紹
介
が
駆

け
足
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
資
料
を
持
参
し
た
10
数
社
程
に

よ
る
簡
単
な
企
業
説
明
、
な
ら
び
に
残
り

時
間
で
名
刺
交
換
と
交
流
が
慌
し
く
行
わ

れ
、
会
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
全
体
の
雰

囲
気
と
し
て
は
大
変
活
気
に
溢
れ
、
新
会

員
の
皆
さ
ま
か
ら
は
喜
ん
で
頂
け
た
と
思

い
ま
す
。

こ
の
会
は
今
後
３
回
に
わ
た
っ
て
開
催

を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新
会
員
の

方
々
が
女
性
会
に
馴
染
み
、
定
着
す
る
こ

と
を
願
っ
て
、
担
当
メ
ン
バ
ー
は
知
恵
を

絞
り
、
限
ら
れ
た
時
間
で
の
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
日
程
は
、
３
、
６
、
９
月
の
各

５
日
の
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是

非
、
皆
さ
ま
の
手
帳
な
ど
に
組
み
入
れ
て

頂
き
、
ふ
る
っ
て
参
加
願
い
ま
す
。

会
員
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
魅
力
あ

る
女
性
会
を
育
て
る
に
は
、
施
策
を
充
実

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
心
か
ら
温
か
い

気
持
ち
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
、
具
体
的

に
は
、
会
員
同
士
が
明
る
い
挨
拶
を
交
わ

す
こ
と
と
か
、
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
で

交
流
す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
胸
襟
を
開
い
て
新
会
員
を
受

け
入
れ
ま
し
ょ
う
。　

 

（
記
：
福
原
美
里
）

第
１
回　

新
会
員
と
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

平
成
18
年
12
月
15
日（
金
）　

東
京
証
券
取
引
所
・
日
本
銀
行
視
察
会

平
成
18
年
11
月
７
日（
火
）　
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新年懇親会

　
【
第
１
部
】

ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
コ
ウ
ジ
・
テ
ィ
ラ
ー

氏
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。

心
に
染
み
わ
た
る
よ
う
な
美
し
い
音
色
に

聞
き
入
り
、
会
場
は
静
ま
り
返
り
深
い
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。

　
【
第
２
部
】

懇　
　

親　
　

会

司
会
進
行
は
交
流
部
の
山
口
玲
子
リ
ー

ダ
ー
が
行
い
、
開
会
の
辞
は
吉
川
稲
美
副

会
長
に
よ
り
「
袖
す
り
あ
う
も
他
生
の
縁
」

低
い
確
率
の
中
で
の
貴
重
な
今
日
の
縁
を

大
切
に
し
て
欲
し
い
と
の
言
葉
で
開
宴
し

ま
し
た
。

新
年
懇
親
会
平
成
19
年
１
月
25
日（
木
）

隅
田
川
の
袂
、
日
本
橋
に
あ
る
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
東
商
女

性
会
新
年
懇
親
会
が
山
口
信
夫
日
商
・
東
商
会
頭
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
町
の
人
情
の
息
づ
く
街
で
の
開
催
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新年懇親会

は
じ
め
に
齋
藤
朝
子
会
長
よ
り
挨
拶
。

「
東
商
女
性
会
は
、
女
性
経
営
者
同
士
の

交
流
を
深
め
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
、
会

員
数
も
目
標
に
し
て
い
た
600
名
を
超
え
ま

し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
も
と
よ

り
、
社
会
的
な
発
言
力
を
高
め
、
さ
ら
に

政
策
実
行
力
を
強
め
る
た
め
の
活
動
を
行

い
た
い
」

続
い
て
来
賓
の
山
口
信
夫
会
頭
よ
り
挨

拶
。「
女
性
会
の
毎
年
行
わ
れ
る
新
年
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
商
工
会
議
所

は
中
小
企
業
に
光
が
あ
た
る
政
策
立
案
を

図
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
女
性
会
の
実
行
力
と
華
や
か
さ
で
、
そ

こ
に
向
か
う
私
達
に
勇
気
と
活
力
を
与
え

て
欲
し
い
。
会
員
に
愛
さ
れ
る
商
工
会
議

所
で
あ
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
た
い
」

来
賓
紹
介
の
後
、
新
入
会
員
64
名
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
女
性
会
の

活
動
の
力
に
な
っ
て
戴
け
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

乾
杯
の
音
頭
は
恒
例
に
よ
り
小
泉
清
子

名
誉
会
長
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。「
女

性
会
に
は
美
し
い
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
。
仕

事
も
大
切
だ
が
女
性
の
愛
と
教
育
を
持
っ

て
世
直
し
の
パ
ワ
ー
に
つ
な
げ
て
欲
し

い
」
と
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
ば
し
歓
談
の
後
、
恒
例
の
お
楽
し
み

抽
選
会
。
会
員
各
々
の
運
だ
め
し
。
会
場

は
抽
選
が
当
り
幸
運
を
得
た
会
員
の
喜
び

の
声
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
い
っ
ぱ
い
。
小

泉
清
子
名
誉
会
長
提
供
の
訪
問
着
は
久
家

道
子
常
任
理
事
が
射
止
め
ま
し
た
。

名
残
を
惜
し
み
つ
つ
閉
会
の
辞
は
安
間

百
合
子
副
会
長
よ
り
、
来
賓
そ
し
て
会
員

へ
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
ま
た
の
出
会

い
を
楽
し
み
に
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
：
佐
藤
廣
子
）

（
撮
影
：
是
枝
右
恭
）




